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研究成果の概要（和文）： 
本研究では理系大学生の論文執筆能力を向上させるため、教材と授業法を開発した。論文の

向上のためには、ライティングだけではなく、リーディング能力も不可欠である。学術ライテ
ィングとリーディング能力を平行的に発育させるために、総合的な教材とアクティービティー
を開発・実践した。結果として、総合的な教材を導入することによってより高い学習効果が得
られることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study was to develop science students’ thesis writing ability by 
developing and experimenting different teaching materials and methodologies. Not only 
the writing skill, reading skill is also indispensable for the advancement of thesis 
writing ability. An integrated approach for teaching academic literacy was examined by 
simultaneously developing and implementing writing and reading materials and activities 
in the classrooms. It was found in this research that an integrated approach to academic 
literacy resulted in higher learning outcomes in students. 
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１．研究開始当初の背景 
 
学術論文の執筆は理系大学生にとって大

きな課題である。大学生の論文能力が要求さ
れている一方、執筆指導のためには、教員の
ノウハウが欠かせない。本研究は理系の英語
教員に学術論文執筆の教材や教授法を提供

したい。 
 現代の日本社会では、科学技術は海外から
学び取るものだけではなく、グローバルに発
信すべきものある。よって、グローバルな社
会で活躍するために、英語を学術的に、「書
く」と「読む」力を確保しないといけない。 
 よって、学術論文の執筆は理系大学生にと
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って大きな課題となってきている。日本人大
学生の論文能力が要求されている一方、執筆
指導のためには、教員のノウハウが欠いてい
る。大学生の英語論文の執筆能力を育成する
ために、教員の育成も欠かせない。より効果
的に大学生の英語論文執筆を指導するため、
教材と授業法の開発が必要となる。 
 
２．研究の目的 
 
理系英語学術論文執筆のための教材や指

導法の開発を目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
（１）理系大学一年生が書いた宿題とレポー
トを回収し、分析した。エラー傾向を解析し
た。 
・大学生一年生約１００人から毎週の宿題を
回収した。 
期間は１学期だった。 
宿題は１学期を渡って１つの学術論文を
完成させることだった。 
分析によると、学術ライティングに関して
一年生の学生は非常に少ない知識を持って
いた。 
大学生は英作文と英語論文の違い、目的を
理解できなかった。 
Sentenceとparagraphへの認識もなかった。
合理的に情報を順番させることができなか
った。一般的な情報から具体的な情報まで。 
客観的な立場から論点を立てることがで
きなかった。事実に基づいた情報、根拠がな
かった。 
曖昧な表現や語彙の使用。 
関連性があり、かつ簡潔な文章を書くこと
ができなかった。Redundant 内容 と繰り返
し も多かった 
文法など英語のエラーも多かったが、論文
の全体的な構成へ理解が不可欠であった。  
 
（２）日本国内出版した学術論文・理系学術
論文に関する教科書を１０冊ほどを収集、検
討した。 
市販の教材を理解するため、教科書を回
収・分析した。 
Readingの教科書は読解 exercises が多か
った。 
Authentic 読み物が極めて少なかった。 
市販教科書の内容と英語力のレベルが不
十分と考えた。 
 
（３）ステップ１や２に基づき、授業法と教

材を開発した。 
教材を開発し、また開発された教材が使え
る授業の仕組みを考えた。 
学術コミュニケーションの由来と目的が
明確にされた。インターネット上から情報を
使用した。 
One paper, one paragraph と  one 
sentence の関係、それぞれの構造が明確され
た。学術論文は大きな構造とそれを構造する
小さな構造から成り立った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 学術論文の構造  

 
Topic sentence と logical order を認識さ
せるための教材が作成された。 
１つの paragraph の中では３つの move が
ある：トピックスの紹介、トピックスを発展
と内容のまとめ（結論）。トピックスの発展
move では十分な根拠と具体的な例が必要。 
説得力がある論点の立て方に関する教材
を作成した。 
引用の使い方関する教材を作成した。選考
文献を引用することによって、論点が強くな
る。 
盗作にという学術罪への認識。盗作に落ち
る危険性の説明資料を作成した。Plagiarism 
に掛からないように、利用した文献を記録・
リストアップさせる習慣を作る。  
文献から取った情報の書き換える練習の
仕組みを作成した。 
文法練習の教材を作成した。代名詞から受
身形英語への書き換え練習。 
学術語彙の向上のための教材を作成した。
大学の全学共通教育のため、最低限の学術語
彙が必要と考えられた。理系の大学１年生が
必要な語彙をスクリーニングし、教材を作成
した。主に京都大学学術語彙データベースの
基本１１１０英単語から選択した。 
学術論文から必要な情報を引き出すスキ
ルに焦点に当たって、教材を開発した。 
学生が書いた学術論文から日本人大学生
に相応しい論文を選択、教材にした。 
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理系論文の５つの section が明確された：
abstract, introduction, method, results 
and discussion. それぞれの section の構成
と特徴が明確にされた。 
 
抄録の特徴： 
Topic 紹介 
簡単な研究手法紹介 
結果と結論 
 
イントロダクションの特徴： 
一般な知識 (課題の紹介) 
具体的な知識（先行研究のまとめ）  
Gap あるいは問題提示 
今研究の目的と案内（問題解決法） 
 
Method の特徴: 
・研究の概要 
被験者・対象の数 
研究がされた場所 
研究の制限 
被験者の sampling 仕方 
実験設備など 
研究の手順 
変数（独立変数など） 
統計方法 
 
研究結果の特徴： 
一番重要な data 
そのほかの重要な data 
目立つ data など 
図面とテーブル使用をすすめる 
結果 section は考察 section のため、情報を
用意する。引用は使用不要。 
 
考察と結論の特徴： 
結果のまとめ。 
イントロダクションで明らかにした問
題・疑問を解決する。 
データの考察 
結果の応用 
論文の最後のまとめ 
 
（４）開発した教材を担当授業で実践させ、
大学生の学習効果を考察した。（合計１０コ
マの通年授業） 
 
（５）ライティングを重視する授業とライテ
ィングとリーディングを両方取り込む授業
を分けた。 
 
（６）学習効果を分析した。 
 

（７）結果を英語教育学会で発表した。 
 
４．研究成果 
総合的な教材を導入することによってよ
り高い学習効果が得られた。論文執筆能力の
ため、ライティングだけではなく、リーディ
ング能力の向上も不可欠である。理系大学生
の論文執筆能力の向上に、総合的な学術教材
とアクティービティーを開発した。 
低学年から大学生に実際の学術論文を読
ませ、論文構成について実践的に学ばせるこ
とにより、論文の読解力が伸長する。論文の
読解力能力が論文執筆の向上に反映させる
ことができた。 
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